
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中国化粧品許可申請セミナー 

成分配合表・安全性評価レポート 

作成業務から提出資料まで 
講師：許  蕾（きょ らい）   

ピーアンドディーパートナーズ株式会社 

シ ニ ア ・ コ ン サ ル タ ン ト  

中国化粧品行政許可申請・業務責任者 

開催日時：平成 23 年 6 月 17 日（金）【定員 90 名】 

      10：00～16：00 

東京会場：東京駅八重洲カンファレンスセンター 

東京都中央区京橋 2-3-19TKP 八重洲ビル 
 
①JR線「東京駅」八重洲南口より徒歩 5分 

②銀座線「京橋駅」より徒歩 2分 

③浅草線「宝町駅」より徒歩 4分 

 

中国向け化粧品の開発、輸出及び販売に関する許可

制度は、2010年4月1日より、「化粧品行政許可申請受理

規定」が実施され、従来の許可取得の申請手順や要求な

ども大きく変わり、申請代理会社の委任登録、化粧品安全

性評価レポートの提出、化粧品新原料の申請登録、更新

申請の第三者評価レポートの提出等、次々と新しく規定さ

れています。また、禁止成分・制限成分の規定や、化粧品

新原料安全性評価ガイドライン、化粧品ラベル作成等の

募集案も出され、年内に実施する予定です。今回、中国

化粧品の許認可申請代行業務、中国の化粧品認可政府

部門の中国食品医薬品監督管理局（SFDA）との友好関

係によって、最新規制情報を入手、数多く代行実績とノウ

ハウ、経験を活かし、緊急セミナーを開催いたします。 

主催：ピーアンドディーパートナーズ株式会社（http://www.pandd.jp/） 

本社：三重県津市栗真町屋町 577 番地三重大学キャンパスインキュベータ 219 TEL:(059)231-5488・FAX(059)231-5465 

東京支店：東京都豊島区南大塚 1-60-20天翔大塚駅前ビル S709 TEL:(03)4530-8558・FAX（03）3943-6315 

開催日時：平成 23 年 6 月 22 日（水）【定員 50 名】 

10：00～16：00 

大阪会場：大阪梅田ビジネスセンター 

大阪府大阪市福島区福島 5-4-21 
         TKP ゲートタワービル 
 

①JR「大阪駅」・阪急「梅田駅」・阪神「梅田駅」・地

下鉄四つ橋線「西梅田駅」の地下街を通り、 6-2 番

出口出てすぐ。 

②JR線「福島駅」徒歩 2分    

③阪神線「福島駅」徒歩 5分  

④JR 東西線「新福島駅」 

徒歩 5分 

 

 

最新の中国化粧品規制と行政事情 

１．認可取得代行実績に基づく使える情報 

２．実際のフォームを用いて実務に対応 

３．最新のガイドラインに対応 

 
 講師紹介：許 蕾（きょ らい） 

 中国で 7 年間病院勤務した後、2001 年来日。国立

法人三重大学医学系研究科にて、看護学修士課程と

医学博士の課程を修了し、看護学修士と医学博士の

学位を取得した。2007 年 9 月、ピーアンドディパー

トナーズ株式会社の設立と共に入社。中国向け化粧

品、医療機器、保健食品、医薬品の行政許認可法規

制において、三重大学と共同研究しながら、日本の

中国向け化粧品、医薬品、保健食品及び医療機器の

中国許認可取得コンサルタントとして活躍してい

る。特に化粧品分野において、常に中国の最新情報

を入手し、迅速に日本に伝え好評を得ている。また

各地で数多く関連セミナーの講師を務めている。 

緊急企画 

 

TEL:(059)231-5488・FAX(059
TEL:(03)4530-8558・FAX（03


 

 

 

時間 プログラム 

10：00～12：00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12：00～13：00(休憩) 
13：00～14：30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14：30～14：45(休憩) 
14：45～16：00 
 
 
 
 
 
 
 
16：00 

【Part 1】最新の中国化粧品市場と中国化粧品行政許可の概況 
1、中国化粧品市場の概況 
 ①中国の化粧品市場規模 
 ②中国化粧品の輸入状況と販売の現状 
 ③今後中国化粧品の消費動向 
2、中国化粧品行政許可の概況 
 ①中国化粧品行政許可の行政体系 
 ②中国化粧品の管理組織と主な業務内容 
3、中国向け化粧品新原料の判断と申請登録 
 ①化粧品原料の主な基準 
 ②化粧品新原料の申請登録のプロセス 
 ③化粧品新原料の安全性評価について 
 
【Part 2】中国向け輸入化粧品行政許可申請の実際 
1、輸入化粧品行政許可の概要 
2、輸入化粧品行政許可申請のプロセス 
 ①授権書の作成・公証・登録 
 ②サンプル検査 
 ③申請書類の準備 
 ④登録・許可書の取得 
3、輸入化粧品行政許可申請書類の作成～フォームによる解説～ 
 ①申請表の電子入力 
 ②配合成分表の電子入力 
 ③中国語名称命名根拠の作成 
④品質基準の作成 

 ⑤申請用ラベルの作成 
 ⑥安全性評価レポートの作成 
 ⑦製品技術要求の作成 
4、輸入化粧品行政許可申請――その他の情況 
 ①OEM 生産の場合 
 ②登録・許可書更新の場合 
 ③登録・許可書変更・再発行の場合 

質疑応答 

会社名： 電話： 

住所：〒 

受講者名（フリガナ） 所属・役職 会場（○） 

①   東京・大阪 

②   東京・大阪 

③   東京・大阪 

 

申し込み先  ①FAX（059）231-5465 

       ②郵送 〒514-8507 

 三重県津市栗真町屋町 577 番地三重大学キャンパスインキュベータ 219 

       ③E-Mail: info@pandd.jp 

受
講
申
込
書 

 

【受講料】48,000 円（会員 43,000 円 ※詳細別紙）（テキスト、昼食・コーヒー、消費税込） 

【申込方法】下記の受講申込書に所定の事項を記入し、FAX または郵送、E-Mail でお申し込みください。 

【受講料お支払】当社より受講証と請求書が届き次第、請求書に記載されている当社指定の銀行口座にお

振込みください。なお当日の会場でのお取り扱いはできません。前日までにお振込みください。 

受講要領 

 


